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日時 令和８年３月２日（月） 

   午後２時００分から 

会場 さいたま市役所本庁舎１階 

 多目的室 

 

 

１ 開会 

２ 委嘱状交付 

３ 教育長挨拶 

４ 会長・副会長の選出 

５ 協議 

  ⑴ 文化財保存活用地域計画について            【資料１】 

  ⑵ 文化財保存活用地域計画の進捗状況について       【資料２】 

⑶ その他 
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資料１ 文化財保存活用地域計画とは 

資料２ 文化財保存活用地域計画の進捗状況 

参考資料 さいたま市文化財保存活用地域計画 

 参考資料 さいたま市文化財保存活用地域計画（概要版） 

 参考資料 さいたま市文化財保存活用地域計画運営協議会設置要綱 
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令和７年度第１回

さいたま市文化財保存活用地域計画運営協議会

令和８年３月

資料１



文化財保存活用地域計画（地域計画）とは

文化財保護法に基づき文化庁長官が認定する、

市町村ごとに取り組んでいく目標や取組の具体的な内容

を記載した、当該市町村における文化財の保存・活用に

関するマスタープラン兼アクションプラン

⇒ さいたま市は令和６年１２月に認定



さいたま市の地域計画

本市の各時代における地域の特徴や文化財の特徴をま

とめ、現状の課題を抽出し、文化財の保存と活用の方針

を定め、今後実施していく具体的な取組等を示すことで、

行政や所有者だけではなく本市で活動する人々と「地域

総ぐるみ」で文化財を適切に活用し、次の世代へ継承し

ていくことを目的とします。



さいたま市が目指す将来像

みんなで 語り、つなごう さいたまの宝

受け継がれてきた本市の歴史文化はもとより、
市民共有の財産として守り、さらに未来へ引き
継いでいきます。



４つの基本方針をもとに、保存と活用に関して現状を
踏まえた課題を抽出し、具体的に取り組んでいきます。

将来像達成に向けた基本方針

基本方針１ さがす （探す）

基本方針２ いかす （活かす）

基本方針３ たすけあう （助け合う）

基本方針４ まもる （守る）

さがす

いかす

たすけあう

まもる



本協議会の所掌事務
※さいたま市文化財保存活用地域計画運営協議会設置要綱 第２条

・地域計画の進捗にかかる検討及び協議に関すること

年 度 令和 6年
(2024)

令和12年
(2030)

令和13年
(2031)

さいたま市
文化財保存活用
地域計画

第１次計画（７年）

評価、次期計画作成

さいたま市 文化財保存活用
地域計画運営協議会

・前号に掲げるもののほか、地域計画の改訂に必要な
事項に関すること

意見聴取・報告

助言



令和８年３月１日時点
課題１ さがすに関する課題
方針１ さがす

財
源

行
政

専
門
家

市
民

団
体

所
有
者

R
6

R
7

R
8

R
9

R10

R12

未調査建造物を順次調査します

（進捗状況）
建造物１件の把握調査を実施しました。

初山や火渡りなどの行事を順次調査します

（進捗状況）
初山や火渡りの把握調査を実施しました。

市民との協働による歴史文化遺産の掘り起こしを行
います
（進捗状況）
令和８年３月に「北区の歴史文化遺産（おたから）
をめぐる」を開催します。

文化財指定古文書の員数を確認します

（進捗状況）
市指定有形文化財（古文書）「岩井家所蔵文書」の
員数の確認に着手しました。

国指定特別天然記念物 「田島ケ原サクラソウ自生
地」でのサクラソウ減少の原因を究明する調査を実
施します。
（進捗状況）
田島ケ原サクラソウ自生地の緊急調査を実施しまし
た。

国指定史跡「真福寺貝塚」の整備のための内容確認
調査を実施します
（進捗状況）
令和8年度まで内容確認調査を実施します。

調査記録・修理記録等を含む指定文化財の一元的な
データベースについて検討し、構築します
（進捗状況）
博物館施設等で使用しているシステムの情報を調査
しました。

宮町、土手町等、大宮夏祭りに出す「山車」の調査
を実施します
（進捗状況）
宮町及び吉敷町の「山車」を調査しました。

△ △11

114

歴史文化遺産のデータベース
化（指定文化財）

市 〇

〇 〇大宮夏祭り「山車」調査 市 〇 〇

新

新

〇 継

9
田島ケ原サクラソウ自生地緊
急調査

10 真福寺貝塚発掘調査
国
市

〇 〇 △

△ △ 新8 古文書の整理

継

市 〇 〇

国
市

〇 〇 〇

〇 〇 〇 新1

3

建造物調査 市 〇

市 〇 △ 〇 〇 △

〇 新

〇

新

〇

資料２

措置１ 事 業 名 事 業 概 要

取組主体 事業計画期間

〇

民俗文化財調査

ワークショップの開催6

市 〇 〇 〇

〜



浦和画家の作品やアトリエ等の調査を実施します
（進捗状況）
高田誠アトリエ（未指定文化財）を調査しました。
浦和画家にゆかりの作家の作品を調査しました。

県指定無形文化財「江戸木目込人形」の技術保持者
を調査します
（進捗状況）
未着手

市内の囃子団体の調査を実施します
（進捗状況）
大宮郷土芸能保存会の調査を実施しました。

市史の編さんに伴う、祭り、民俗芸能、年中行事の
調査を実施します
（進捗状況）
市史の編さんに伴い、祭り、民俗芸能、年中行事の
調査を実施しました。

元荒川須賀堰付近に自生するキタミソウの調査を実
施します
（進捗状況）
キタミソウの調査を実施しました。

課題２ いかすに関する課題
方針２ いかす

財
源

行
政

専
門
家

市
民

団
体

所
有
者

R
6

R
7

R
8

R
9

R10

R12

歴史文化遺産の動画コンテンツを作成・配信します
（進捗状況）
お囃子の動画を作成・配信します。

二次元コードによる既存説明板の多言語化を実施し
ます
（進捗状況）
既存説明板の多言語化を２件実施しました。

ＡＲ・ＶＲ等を使った魅力あるツールの検討を行い
ます
（進捗状況）
庁内の導入事例について調査を行いました。

小学校副読本に合わせた資料映像を作成するなど、
一人一台パソコンを活用します
（進捗状況）
未着手

新46 学習教材の開発 市 〇 〇

新40 DXの導入の検討 市 〇 〇 〇 〇 △

△ △ △ 新

再

38 説明板の多言語化 市 〇

29 動画配信の拡充 市 〇 △ 〇 △

〇 〇 △

新

163 キタミソウ調査 市 〇 〇

市 〇 〇 〇 〇 △160
市史編さんに伴う調査（民俗
編Ⅱ）

新

△ 新

△ 新

159 お囃子調査 市 〇 〇 〇 〇

〇 〇139 江戸木目込人形制作者調査 市 〇

131 浦和画家作品等調査 市 〇 〇 〇 〇 △ 新

措置2 事 業 名 事 業 概 要

取組主体 事業計画期間

〜



国指定史跡「見沼通船堀」開削300年の周年事業を
検討します
（進捗状況）
見沼通船堀に関するイベントについて検討しまし
た。

大宮盆栽村100周年関連事業を実施します
（進捗状況）
全庁を挙げて様々な大宮盆栽村100周年関連事業を
実施しました。

国指定史跡「真福寺貝塚」L地点の概報を刊行します
（進捗状況）
L地点の概報を刊行しました。

国指定史跡「真福寺貝塚」の国指定50周年を記念し
て関連事業を実施します。
（進捗状況）
真福寺貝塚国史跡指定50周年記念シンポジウムを開
催しました。
第49回特別展「真福寺貝塚ー国指定史跡50年ー」を
開催しました。

関連文化財群のテーマに沿ったパンフレットを発行
します
（進捗状況）
未着手

課題３ たすけあうに関する課題
方針３ たすけあう

財
源

行
政

専
門
家

市
民

団
体

所
有
者

R
6

R
7

R
8

R
9

R10

R12

人的・資金等の協力体制の整備を検討します

（進捗状況）
さいたま市文化財保存活用基金を設置しました。

庁内の連絡体制を整備します

（進捗状況）
未着手

担い手同士のネットワークを整備します

（進捗状況）
未着手

歴史文化遺産に関する活動団体の把握を行います

（進捗状況）
未着手

所有者等の協議会の設置 市 〇 △

53 市民団体の活動把握 市 〇 △ △

△ 〇 新

新

新

48 支援協力体制の整備 市 〇 〇 〇 〇 新

154
関連文化財群のパンフレット
発行

市 〇 △ △

152
真福寺貝塚国指定50周年記念
事業

国
市

〇 △ △ △ 〇 新

150 真福寺貝塚調査概報の刊行
国
市

〇 〇 △ 〇 新

117 大宮盆栽村開村100周年事業 市 〇 〇 △ 〇 新

100
見沼通船堀開削300年記念事
業の検討

市 〇 △ 〇 〇 〇 新

51

措置3 事 業 名 事 業 概 要

取組主体 事業計画期間

50 庁内連絡会の設置 市 〇 新

〜



課題４ まもるに関する課題
方針４ まもる

財
源

行
政

専
門
家

市
民

団
体

所
有
者

R
6

R
7

R
8

R
9

R10

R12

文化財の価値づけの基準を整備します

（進捗状況）
基準整備のため、政令指定都市に情報収集しまし
た。

国指定史跡「見沼通船堀」の保存活用計画を作成し
ます
（進捗状況）
保存活用計画策定に向けた関係者・関係機関との協
議等を行いました。

現況調査後、修理が必要な指定文化財のリストを作
成、更新します
（進捗状況）
高額な修繕を伴う優先順位リストを作成しました。

市所有指定建造物について、修理計画を作成します

（進捗状況）
他自治体における修理計画に関して情報収集しまし
た。

歴史文化遺産の修理等に係る助成金の申請を支援し
ます
（進捗状況）
市指定有形文化財（歴史資料）の助成金の申請を案
内しました。

保存・継承のためのクラウドファンディングの活用
を検討します
（進捗状況）
クラウドファンディングを新たに２件実施しまし
た。（計３件）

災害時用に歴史文化遺産救出マニュアルを作成しま
す
（進捗状況）
未着手

消防、警察、博物館、埼玉県文化財・博物館課との
連携体制を整備します
（進捗状況）
未着手

埋蔵文化財収蔵施設「与野文化財資料室」の移転を
行います
（進捗状況）
与野文化財資料室の移転を行いました。

新

92 与野文化財資料室の移転 市 〇 新

89 防災・防犯体制の整備 市 〇 △ △

△ △

新

86
災害発生時の救出マニュアル
の作成

市 〇 △ 新

85
クラウドファンディングの検
討

民 ○ ○

○

新

84 財団等の助成金の活用 民 ○ 再

72
市所有指定建造物修理計画の
作成

市 〇 △ 〇

△ △69
指定文化財の修理候補リスト
作成

市 〇 △ 新

60 文化財指定基準の整備 市 〇 〇

63 見沼通船堀保存活用計画作成 市 〇 〇 △ 〇 〇

新

新

措置4 事 業 名 事 業 概 要

取組主体 事業計画期間

〜



浦和くらしの博物館民家園内に所在する市指定有形
文化財の建造物について、修理計画を作成します
（進捗状況）
他自治体における修理計画に関して情報収集しまし
た。

市指定有形文化財（建造物）「旧坂東家住宅」の修
理計画を作成します
（進捗状況）
他自治体における修理計画に関して情報収集しまし
た。
旧坂東家住宅の現況確認(職員による予備調査)を実
施しました。

国指定史跡「見沼通船堀」を構成する鈴木家住宅の
活用方法を検討します
（進捗状況）
鈴木家住宅の修繕に関して、３か年の計画を立てま
した。

市指定天然記念物「氷川参道の並木」の在り方を検
討します
（進捗状況）
氷川参道の並木の在り方について、関係者・関係機
関と検討しました。

〇 〇 新

新

122
氷川参道の並木の保存活用の
在り方検討

市 〇 〇

107 鈴木家住宅の在り方検討 市 〇 〇 〇 〇

〇 新

新

106 旧坂東家住宅の修理計画作成 市 〇 △

105
民家園の建造物の修理計画作
成

市 〇 △ 〇


